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定例 ミーテイング御案内

日   時

さきに年度行事計画では、 9月 2日 を予定 していましたが、諸般の都合で

上記のとおり 9月 9日 に変更になりましたので、お間違いのないようにして

くだ さ い。

3月 7日 は立秋、残暑厳 しきおりからと今はいっておりますが、 9月 とも

なれば、少 しは涼しくなることでしよう。各局のお顔が拝見できるのを楽し

みに してお ります。

クラブ会費未納の方 は、ぜ ひこの機会 にお納め くだ さい。

59年 9月 9日 (日 )

高松市民文化センター

9時 30分

第 5集会室

趣 味 協 会 か らの御 案 内

親睦ンク リエーシヨン

9/16(日 ) 9:00発  114 BK本 店 前

19:00着 高 松 市 内

行   先   大谷焼業元 一霊山寺 一 ドイツ館 一瑞厳寺 ―鳴門公園

(バ スで巡 ります )

会   費   大入 @4,000 子供 @2。 000 昼食付

(注 .ク ラプで会費の一部を負担 します。 )
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◎  さきに当クラプでも、フイール ド・ ミーテイングてこのコースを巡りま

したが、参加できなかつた方はこの機会にぜひどうぞ。
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フ イール ド・ ミー テイング報告

海 か ら見 た 瀬 戸 内 海

坂出港を 10時 に出航 した千当海運の味野行 き渡回船が沙 ]雨島を過ぎ、三 ツ

子島に近づ く頃から番の州陸上部の橋脚、与島の橋脚工事、工事専用の特殊船

等 一連の架橋工事現場が遠望できるようになる。

乗船までは初夏 といった暑さであったが、甲板を吹き抜ける潮風が半袖ンヤ

ツでは冷た く寒ささえ感 じる。

高松を発つ頃はかなり濃 い霧であつたが、その霧 も消え渡回船は架橋工事現

場 に並行 して進む。船からの眺めでは橋 というより巨大なビルが建設 され
てお

り、橋のイメーンはわかない。

橋の構想は明治 22年 に提言されていたと聞いている。先覚者の提言以来実

に 80年後の昭和 45年、本四連絡公団が発足 しようや く現実のものとして建

設の途を歩み始め、四国と本土を結ぶ「 かけ橋 」が今す ぐそこに………。

橋は道路 ・鉄道併用で、道路 は自動車専用道路で片側 2車線、設計速度 100

キロとなっている。

現在本四間の交通輸送は殆ど船舶 に依存 しており、それも霧や風波など気象

条件で大 きな制約を受け、経済活動で も生活面においても大きな障害 とな
って

いたが、瀬戸大橋完成後は濃霧や風波に左右 される不安 もなくなり、いつでも

思 いついた時に発つことができ経済的向上はもちろんのこと、生活利便の改善

に大 き く寄与することになる。

昭和 63年度の完成に向けて工事は順調に進んでいるとのことで、子供 さん

の夏休 頃になると橋脚 に橋桁が乗 ったり、橋脚 と橋脚の間にロープが張 られ、

まさに「 かけ橋 」の雄姿が眺められることだろう。

内海の多島美、架橋の雄大 さ、休 日に家族連れで遊ぶのによい
コースです。

是非どぅぞ。                  (JA6KWF記 )

(出席 者  JA5UY ― VP ― AHM ― KWF ― WSZ)
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===JARL飯 山 ン ピ ー タ (JR5WL)

運用開始される====

さきにお知 らせ しました、みだ しのレビータ局は、かねてから県内の JAR

L登録 クラブ=5ク ラプの有志を母体に着々準備が進め られていましたが、去

る 59年 7月 1日 (日 )10時 から、 レビータ設置場所 (香川県綾歌郡飯山町

東坂元 3147三 谷様方 )に おいて、稲毛 JARL四 国地方本部長、天野 レビ

ータ管理団体代表、新名 ンピータ連絡責任者のほか、各 クラブ代表者、また、

ミヽ一 来賓に締 トリオの志賀氏、齢電化センターの佐藤氏をお迎えして盛大 に開局式

が行われました。以下その模様をお知 らせ します。

開局式は JA5TFJの 司会で、管理者 として経過報告等天野氏のあいさつ、

稲毛本部長あいさつのあと、来賓の志賀氏・佐藤氏お二方から祝辞をいただき

ました。続いて、天野氏・佐藤氏・三谷氏 (設置場所の方 )に よるオープニン

グテープカツ トとなり、いよいよレビータ局のオープンです。新名氏によるレ

ビータ本体への電源投入、早速 ンピータを介 しての記念交信が行われ、待望の

レビータ開局式を終了 し正式運用を開始 しました。

これに引き続 き、式典参加者全員、場所を新名氏 (JA5MIK)宅 前の開

局祝賀会場に移 し、まず各氏か ら祝辞等をいただき、 JA5AG太 田 OMの乾

杯 の音頭で祝賀パーティーが開かれま した。各局の自己紹介、クラブ紹介 と進

｀一 めるうちに、地元綾歌クラブ各局 の腕 自慢になる・ どじよう汁
″
がふるまわれ、

ビールがまわる。歌が出る。お祝い気分が一段 と盛 り上る頃、机の上のハンデイ

ー機か ら=JR5WL=の 軽やかな CWが流れ早速 にもレビータの運用が始ま

っていることを聞きながら、記念撮影で開局祝賀パーテイーを終了 しました。

最後になりましたが、 ンピータ局開局にお骨折 り下さった各局、また当日会

場等準備やお世話下 さった方 々に感謝すると共 に、わが中讃に設置 された当ン

ピータの有効な活用を望む次第です。なお当日の参加者は 37名 で した。

※飯山 ンピータ (JR5WL)439.56/434.56MHZ常 時運用
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(JARL情 報第 74号 から )

◎    ラ ン コ ン｀ ヘ リと ア マ チ ユ ア無 線 が コ ン ピ

ー
ー 馳

雨 (福井県 )で災害救助に機動力を期待
―

「 九頭龍川左岸堤防に亀裂、決壊の恐れが」と
いう想定で、福井県勝山市の

総合防災訓練が 6月 30日 行われ、市消防団、警察、市役所職員 らとともに勝

山アマチユア無線 クラプの会員 15名 も参加 した。

梅雨時にはめず らしい好天 に恵まれたこの日、訓練会場の同市勝山橋付近に

集 まった参刀日者は約 250名 、上のう作 りやクイ打 ち、住民の避難誘導、負傷

者の救出 。手当て…と決められた担当どおリキビキビした動きを見せ、たのも 、
しさを感 じさせた。

勝山 クラプの役割はもちろんアマチュア無線を使 っての情報伝達や連絡。だ

が この日とくに目を引いたのは、同クラプの会員で、ラジオコントロールフラ

ィヤーズ (奥越前のランコン愛好者で結成 )会長で もある JA9XED所 有の

ランコンヘリコプター。重さ約 5キ ロ、全長 1.5%、 コン トロール範囲 は上

空約 1キ ロ、雨などの悪天候で も飛べる高性機能。

当日は河原 に陣取 った同局が操縦 して 100%以 上離れた勝山橋の上に通信

筒を運んだり、細綱の先端を落 として河原上 と結び、太いロープにはりかえた

り・‥。 この場合にも目標の指示や落下地点の状況を知 らせるのに無線が活躍 し

て い た 。

アマチユア無線 とランコン機の組み合わせは、災害の場合だけでな く、急な

増水 で川の中州や島に釣 り人などが取 り残された場合にも威力を発揮 しそう。

これまでは、ロープ発射銃を遭難者の近 くに撃ち込み、拡戸器で指示 していた。
~`

しか しヘ リコプターを使えば、グンとスピー ドアツプする上に確実にロープを

手渡せるし、無線なら拡声器と違って双方向で情報交換ができるとして、同市

消防署では強力な助 っ人 として期待 している。

(「 福井新聞 」 6月 29日 、 7月 1日 ほか )

◎ 電信級アマなども国家試験センターに委嘱

郵政省、 60年 1月 から実施の方針

◎ ｀モーノンス練習用 "電波、一般アマチユア局も発射 OK
(Al又 は A2電波の発射が許されていれば、JARLと同様の目的で )
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連絡事務所
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高松市中新町 2-15
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【TEL〕  高松 31-8282(昼 間〕

= 55-2323(棋 子1尋 )

郵便援轡口座 撼島48753 JARL甚川クラノ

】


